議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成25年2月25日(月)

午前10時～午前11時18分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　正木祥豊、副委員長　さとうゆみ、
　　　　委員

岡崎つよし、川本勝幸、水野とみ子、
じんの和子、川合保生、　　

議長　伊藤祐司、副議長　加藤和男、
議会事務局長、同局長補佐、同専門員
１　あいさつ
　　議長

２　議題
（１）平成25年第１回長久手市議会定例会議事日程について

ア 一般質問について

　　 　　　事務局説明。発言通告は、代表質問５人、個人質問12人。３月４日（月）６人、３月５日（火）６人、３月６日（水）５人の日程を提案し原案どおり決定した。
　　 
イ 議事日程について

　　  事務局から説明。日程第３号～第５号の一般質問については、先程決定した日程のと
おりとする。請願第１号「緊急事態基本法」の早期制定の意見書提出を求める請願は

建設環境委員会に付託とする。
（２）予算特別委員会委員について

　　 （結論）

予算特別委員会委員は以下の８人が確認されている。２月28日（木）本会議後正副
委員長互選とする。
　　　　政策グループ〝楓〟（丹羽茂雄議員）

　　　　公明党　　　　　　（木村さゆり議員）

　　　　長久手市民くらぶ　（加藤武議員）　　　（浅井たつお議員）

　　　　「創」　　　　　　（岡崎つよし議員）

　　　　行財政改革クラブ　（川本勝幸議員）　　（水野竹芳議員）

　　　　無会派　　　　　　（原田秀俊議員）

（３）平成25年第２回臨時会及び第２回定例会の日程について

(結論)

議会事務局から「第２回臨時会及び第２回定例会日程（案）」を提案し、原案のとお
り了解された。
（４）長久手市議会政務調査費の交付に関する規則の一部改正について
　　　（事務局）

　　　 ※関連事項：政務活動費を充てることができる範囲の運用指針案
1 長久手市議会政務調査費の交付に関する規則の一部を改正する規則（案）について新旧対照表で確認。
（主な改正点）

・　第１条及び第４条の見出し中「政務調査費」を「政務活動費」に改める。
・　第５条を削り、第６条を第５条とする。

・　第７条中「政務調査費」を「政務活動費」に改め、「第７条」の下に「第２項別

表」を加え、「使途基準に従って行った」を「範囲において行った」に改め、同

条を第６条とし、第８条を第７条とする。

・　別表を削る。

·  第１号様式から第５号様式までを「殿」を「様」に「政務調査費」を「政務活動  

費」に改める。

・　附則を下記のとおりとする。

ア　この規則は、平成２５年３月１日から施行する。
イ　この規則の規定は、この規則の施行の日以後に市長に提出する政務活動費交付
　　申請書、政務活動費交付請求書及び市長が通知する政務活動費交付決定通知書
から適用し、この規則の施行の日前にこの規則による改正前の長久手市議会政
務調査費の交付に関する規則の規定により市長に提出した政務調査費交付申
請書、政務調査費交付請求書及び市長が通知した政務調査費決定通知書につい
ては、なお従前の例による。
2 政務活動費を充てることができる経費の範囲の運用指針（案）について新旧対照表で確認。
（主な改正点）

・「政務調査費」を「政務調査費」に改める。
・「政務調査費使途基準」を「政務活動費を充てることができる経費の範囲」に改め

る。

　　　 ・ 改正日を平成25年４月１日とする。

　　　 ・「透明性の確保について」以下の内容を加える。
○透明性の確保
　　　　  政務活動費の執行については次のとおり公表し、透明性の確保に努める。
　        なお、公表は平成２５年４月１日以降に提出されたものを対象とする。ただし、平成２４年度分の行政視察報告書及び研修報告書は除く。
1 市議会ホームページ
ア　執行状況の一覧（氏名、交付額、支出額、返納額）
イ　行政視察報告書（調査研究費を支出した場合）
ウ　研修報告書（研修費を支出した場合）
2  行政情報コーナー
ア　執行状況の一覧（氏名、交付額、支出額、返納額）
イ　収支報告書一式（領収書の写等の添付書類含）
ウ　行政視察報告書（調査研究費を支出した場合）
エ　研修報告書（研修費を支出した場合）
3  議会図書室
ア　執行状況の一覧（氏名、交付額、支出額、返納額）
イ　収支報告書一式（領収書の写等の添付書類含）
ウ　行政視察報告書（調査研究費を支出した場合）
エ　研修報告書（研修費を支出した場合）
·  広報費に「送料」を加え、送料については、送付した文書の写しを提出するもの  

とする。
·  第１号様式から第５号様式までを「殿」を「様」に改める。

（副議長）
「公表は平成25年４月１日以降に提出されたものを対象とする。」とあるが、平成

24年度の収支報告は、公表されるのか。
　　　（事務局）
収支報告は平成24年度交付分から公表される。
（５）その他

　  ・議会報告会について
　　　（副委員長）

　　 　チラシ（案）を作成されので、確認していただきたい。
     　了解
　　　（副委員長）

　　　 チラシについては、1,200部は回覧用、200部は公共施設設置用とし印刷する。

次に、議会報告会で前に座る議員は、議長、司会（川合委員）、助言者（副議長）、議

会運営委員長、総務委員長、文教福祉委員長、建設環境委員長、予算特別委員長、議

会だより編集特別委員長、議会基本条例検討特別委員長、計10人とする。それ以外
の10人で受付係、会場整備係、記録係（カメラ含む）、パワーポイント係を行う。
内容については、主に予算を中心に行うことでよいか。
　　　（委員）
　　　 予算議会後の議会報告会なので、予算審議を中心に報告する。予算について予算特別委員長が説明し、補足説明を担当の常任委員長が行う。その後、議会改革の内容として、議会だより編集特別委員長、議会基本条例検討特別委員長が説明する。
　　 ・一通り説明し、質問は後で全部まとめて行う。

　　  （委員長）

　議会運営委員会についても説明した方がよい。

　　　（議長）
　　　 第２部の市民のご意見を聞く会に力を入れて行うというのであれば、第１部は予算特別委員長、各常任委員長が中心に説明を行い、第２部の市民のご意見を聞く会で、議会改革についての質問があれば、議会運営委員長、議会だより編集特別委員長、議会基本条例検討特別委員長に答えてもらう。また、議会改革についての質問がなければ、一番最後に各委員長から現状を報告する。
　　　（副委員長）

　　　 その他10人（受付係、会場整備係、記録係（カメラ含む）、パワーポイント係）の役割分担をどうするか。

　　　（委員）

　　 ・記録は要点記録とする。

　　　（議長）

　　　 役割分担の案を副委員長が作成する。

　　　（結論）
　　　 議会報告会の主な流れは以下のとおりとする。

　　　 午前10時　　　開始、議長挨拶

　　　 午前10時５分

　　　 第１部　３月定例会の報告

　　　 　　　　　　　 予算特別委員長説明

　　　 　　　　　　　 各常任委員長説明
　　　　　　　　　　　質疑
       午前11時
　　　 第２部　市民のご意見を聞く会
（議会改革についての意見が出た場合）

議会運営委員長、議会だより編集特別委員長、議会基本条例検討
特別委員長

　　                 （質疑で意見が出なかった場合）

　　　                　一番最後に議会改革についての報告（議会運営委員長、議会だよ
　　　　　　　　　　　　り編集特別委員長、議会基本条例検討特別委員長）
・議会報告会で前に座る議員は、議長、司会（川合委員）、助言者（副議長）、議会運営

委員長、総務委員長、文教福祉委員長、建設環境委員長、予算特別委員長、議会だよ

り編集特別委員長、議会基本条例検討特別委員長、計10人とする。それ以外の10

人で受付係、会場整備係、記録係（カメラ含む）、パワーポイント係については、副
委員長が案を作成する。
　 ・次回の議会運営委員会は３月21日（木）午前10時から開催。






